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「佐々木さんを支援する会」会報

ウブムエ
事務局 横浜市磯子区栗木 ／ 洋光台〒235-0041 1-22-3 TEL 045-774-9861
バプテスト教会内（蛭川明男牧師）／●世話人代表 金子 敬
●事務局長 吉高 叶（栗ヶ沢バプテスト教会 ）TEL 047-341-9459

ニャルワンダ語で「ウブムエ」（ubumwe）とは、「一致」「調和」「和」を意味する。

巻頭言
寺園喜基
てらぞのよしき学校法人・西南学院

院長

主にある希望
今春のニューズウイーク誌で興味深い

記事を読みました。
1974年にアフリカで400万年前の猿人の

化石が発見されたとのこと。この猿人は
身長91～151センチ、体重27～45キロで、
歯は小さく、肉ではなく果物や木の実類
を主に食べていたらしいのです。化石に
残された傷跡から、人類の先祖は他の大
型動物の餌食で、食べる側でなく食べら
れる側だったと推定されています。これ
までは、人類の祖先は狩猟技術とライバ
ルを倒す力を駆使して生き残ったと考え
られていましたが、むしろエサとして捕
食される危険に曝されており、これを回
避するために仲間と協力し合う能力によ
って集団生活を行い、進化していった、
というのです。

この記事を読みながら、わたしは不思
議な感慨に捕らわれています。太古から
400万年も経ち、もはや猿人ではないのに、
人類はこの知恵を何時になったら十分に
発揮できるのでしょう。

しかしわたしは佐々木恵さんの「ルワ
ンダからの手紙」（昨年7月20日付け）を
んで、大きな感銘を受けました。

恵さんは佐々木和之先生の働くリーチ
が主催する「和解セミナー」に参加され、
ジェノサイドの体験者たちに出会われま
した。ある老婦人は、雇っていた使用人
に自分の子供たち殺されたのです。とこ
ろが彼女はその殺人者を刑務所に見舞い、
出所後も援助をしているというのです。

このような体験を持つ多くの女性たち
について、恵さんは、彼女たちが主にあ
る癒しの道を歩みはじめていると記し、
「主にある希望」がここに確かにあると
感じておられます。

キリストの和解こそが癒しの道の出発
点であり、また希望の根拠です。ルワン
ダでのお働きを通してキリストの和解の
業に奉仕しておられる、佐々木和之先生
と恵さんの働きに感謝し、祝福をお祈り
したいと思います。
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和解の兆し、新しい交わり
佐々木和之

このプロジェクトがジェノサイドの被害者側と加害者側の関係修復にささきかずゆき
どのような影響をもたらしていくのか･･･。祈りつつ、注意深く見守

って行きたいと思っています。

「償いのプロジェクト」着工翌日の建設現場にて

■ムラーホ！
日本は蒸し暑い毎日が続いていること

と思いますが、皆さんお元気でお過しで
しょうか？こちらは6月中旬から乾季に入
り、毎日青空が広がっています。私と家
族が生活している首都キガリは、ほぼ赤
道直下と言ってもよい南緯1.59度に位置
しているため、さすがに日差しは強いで
すが、湿度が低いことと、標高が比較的
高いために（1600㍍以上）、日陰に入り
さえすればいたって快適です。日本のよ
うに熱帯夜で寝苦しい思いをすることも
ありません。

いつものように、家族5人と犬一匹（愛
犬クッキー）とても元気にしていますと
言いたいところなのですが、実は私、今
病みあがりの状態でこの原稿を書いてい
ます。しばらく下痢と腹痛が続き血便が
出たために病院で検査したところ、便か
ら二種類のアメーバーが見つかりました。
まだ腹痛と下痢が続いていますが、お世
話になった医師の話では、5日間治療薬の
服用を続ければ回復するとのことですの

でご安心ください。妻の恵は、しばらく
股関節痛に悩まされていますが、7月下旬
から9月上旬に帰国する間にきちんと検査
をし、治療に努める予定です。3人の子ど
もたちとクッキーはとても元気にしてい
ます。

■「償いのプロジェクト」の家屋建設が
始まりました！

ジェノサイドに関与した罪を自白・謝
罪した受刑者が、協力して被害者のため
に家を建て上げる「償いのプロジェク
ト」が、5月22日、タンザニアとの国境近
くにあるキレへ郡で始まりました。

現在、郡内の四つの建設現場で、計64
名の受刑者（男性61名、女性3名）が、日
干し煉瓦の家屋建設に汗を流しています
（10月以降は80名に増加予定）。各現場
では16名の受刑者が二つのグループ（各8
名）に別れ、REACHが現地で雇用した大工
さんの監督のもと、最初の8名が月曜日か
ら水曜日まで、残りの8名が木曜日から土
曜日までそれぞれ三日間作業に従事して

日干しレンガ造り
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います。計画では約6週間で家屋一戸（①
幅8㍍X奥行6㍍でリビングルームとベッド
ルームが三つの住居、②幅4.5㍍X奥行2.5
㍍の料理小屋、③幅1.5㍍X奥行1.5㍍の屋
外トイレのセット）の建設を完了するこ
とになっていますが、それが終わると次
の現場に移動して再び他の受益者のため
の家屋建設に取り組みます。

今年度、2008年3月末までに建設が計画
されている家屋は計25戸です。プロジェ
クトの受益者は、20世帯がジェノサイド
の起きた13年前に家を破壊されてしまっ
たジェノサイド生存者の家族、残りの5世
帯は、ジェノサイドの直接の被害者では
ないものの、様々な理由で母子家庭にな
り、親族の家に居候したり雨漏りがひど
い掘っ立て小屋に住んでいる家族です。

このプロジェクトは、「修復的正義」
（restorative justice - 修復的司法と
も訳される）の理念に基づいて進められ
ています。修復的正義は、加害者に懲罰
を加えることよりも、被害者が受けた損
害の回復を重視し、加害者が出来る限り
の「償い」に取り組むことを促すことに
よって両者の関係修復を試みるプロセス
です。ですから、このプロジェクトの最
大の目的は、自らの罪を認めた受刑者が、
被害者の回復や地域社会の福祉に役に立
つ事柄を、罪の「償い」として成し遂げ
ていくのを支援することです。

このプロジェクトで成される「償い」
によって、死んでしまった被害者の家族
が戻ってくるわけではありませんし、被
害者の心身に刻まれた傷が消え去るわけ
ではないことは言うまでもありません。
奪ってしまった命は決して償うことがで
きないものです。しかし、ジェノサイド
の生存者の多くが、加害者による心から
の謝罪と、具体的な償いの行為を強く求
め続けています。おそらくそれは、１３
年前、一匹残らず殺されるべき「ゴキブ
リ」呼ばわりされるなど、徹底的に非人
間化された彼・彼女らが、自らの尊厳を
回復していくために不可欠なことだから

なのでしょう。
一方、この「償いのプロジェクト」は、

受刑者の人間性の回復にとっても重要な
意味を持っています。つい先日、受刑者
の一人が私と訪問客数名を前にしてこの
ような問いを投げかけました。「私たち
はまるで獣のように殺戮に参加しました。
外国人の多くは、私たちルワンダ人を獣
同然と思っているかもしれませんね。皆
さんには今の私たちがどのように見えま
すか？」私は、この受刑者である男性の
問いかけに、彼の心の奥底からの叫び、
「私は獣同然、否、獣以下のことをして
しまった。しかし、私は人間なんだ！」
という叫びを聴いたように思いました。
プロジェクトの参加者の多くが、政府の
扇動・動員によってしてしまったことと
はいえ、かつて殺戮、略奪、家屋の破壊
等に関与した人々です。破壊した家を、
自らの手で再び建て上げていくこと。そ
れは、彼・彼女らが自らの人間性を回復
し、尊厳を取り戻していくプロセスでも
あるのです。

家づくり

■和解の兆し
家屋建設の着工からまだ一ヵ月半が過

ぎたばかりですが、今のところ工事に多
少の遅れは見られるものの、受刑者の一
人一人が明るい表情で作業に取り組んで
います。つい最近現場を訪ねたとき、そ
れぞれの現場で工事を見守っていた受益
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者である女性たち（うち３名がジェノサ
イド生存者）に受刑者の働きぶりについ
て尋ねたところ、４名ともとても満足し
ていると語っていました。

受益者のマクラタさん

このプロジェクトを始めて強く感じる
のは、受益者である女性たちの表情がと
ても明るくなったことです。あと数週間
後には念願の「我が家」が完成するので
すから、当然といえば当然かもしれませ
ん。しかし、彼女たちがこれまで歩んで
きた苦難の道のりを考えると、白い歯が
ひときわ目を引く彼女たちの笑顔が決し
て自明のことではないと思わされます。

「今泣いている人々は、幸いである、あ
（ルカによなたがたは笑うようになる」

る福音書6章21節）とのイエス・キリスト
の言葉が、今ここで実現しているのだと
感じるのです。

ジェノサイドで殺された11人の近親者
の亡骸をこの4月に埋葬したばかりのユデ
ィトさんも（『ウブムエ』No7参照）、私
が現場を訪問すると満面の笑顔で迎えて
くれる女性の一人です。彼女はジェノサ
イドで夫と一人息子を殺され、家を破壊
されて以来、友人のロジーナさんと一緒
に間借り生活を続けてきました。プロジ
ェクトが始まって間もなく、「この家が
完成したら、まわりに花を一杯植えるつ
もりなの」と語った彼女の嬉しそうな顔
を忘れることができません。

■受刑者の昼食の世話をする受益者
プロジェクトの参加者は、家屋建設の

受益者にとって、醒めた目で見れば自分
の犯した罪のために刑罰を受けている受
刑者でしかありません。彼・彼女らによ
って受けた損害の大きさを考えると、自
分のために家を建ててくれているといっ
ても、感謝する筋合いは全くないと思う
受益者がいたとしても驚くことではあり
ません。

しかし、受刑者の真面目な働きぶりを
目にし、それを評価する声が受益者や周
辺住民の間で聞かれるようになってきま
した。そんな中で、受益者の女性たちか
ら受刑者への昼食や飲み物の提供が始ま
ったのです。例えば、既に紹介したユデ
ィトさんは、昼食抜きで仕事を続けてい
る受刑者を可哀想に思い、彼らにサツマ
イモ、アズキ豆、キャッサバなどの食材
を自宅から持ってくるように呼びかけ、
それらを調理して簡単な昼食を提供し始
めました。ルワンダではお弁当を持って
くる習慣は無く、プロジェクトとしての
昼食の支給も無かったために、受刑者は
それまで昼食抜きで仕事をしていたので
す。ですから、ユディトさんの温かい心
遣いが受刑者たちに感謝されていること
は言うまでもありません。受刑者の一人
エリアブさんは、このユディトさんの好
意に応えるためにも、「ぜひとも立派な
家を造るんだ」と語っていました。

ユディトさんとエリアブさん
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■受刑者の声を代弁するジェノサイド生
存者
先日、キレへ郡で活動する女性協働グ

ループに参加する女性たちを訪問したと
きのことです。ジェノサイドの生存者で
ある世話役のアグネスさんが、私とREACH
の同僚に向かってこう尋ねました。
「プロジェクトの参加者の中には、現場
まで片道一時間以上かけて通ってくる人
たちがいる。それなのにみっちり８時間
働かなくてはならないのはあんまりです。
なんとか通勤時間を考慮して労働時間を
減らしてあげることはできないのです
か？」

話を聞いてみると、彼女の村で家屋建
設に取り組む数名の受刑者から相談を受
けたとのことでした。アグネスさん自身、
ジェノサイドで夫を殺され、自らもレイ
プされた経験を持つ女性です（『ウブム
エ』No.6、４頁を参照）。その彼女が、
ジェノサイドの加害者の声を代弁すると
は驚くべきことです。そして彼女は、
「女性協働グループの仲間たちとぜひ建
設現場を訪ね、一緒にお祈りをして受刑
者を励ましたい」と言ったのでした。

まだ始まったばかりですので、このプ
ロジェクトがジェノサイドの被害者側と
加害者側の関係修復にどのような影響を
もたらしていくのか、まだはっきりとし
たことは分かりません。場合によっては、
両者の間の緊張が高まる事態が生じない
とも限りません。これからも祈りつつ注
意深く見守っていきたいと思います。

■終わりに
ルワンダで生活を始めてから、沢山の

お手紙を皆さんから頂いてきました。い
つも励ましと祈りの言葉をありがとうご
ざいます。日本からルワンダにはだいた
い二週間以内で航空便が届くのですが、
こちらから日本には場合によっては半年
近く掛かってしまうことがあります。こ
ちらで１月に投函した新年のご挨拶が、6
月を過ぎてから届いたとのご連絡を何名

もの方々から頂きました。「返事が来な
いなあ」と思われている方がおられるか
もしれませんが、このような郵便事情を
ご理解下さるようにお願いいたします。
皆さまのご支援により、このルワンダでR
EACHの一員として働くことができるだけ
でなく、「償いのプロジェクト」に着手
することができましたことを感謝いたし
ます。これからも様々な課題に直面して
いくことになることと思いますが、どう
ぞこれからもお祈りとご支援をよろしく
お願い申し上げます。（7月15日記）
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美しい丘、元気な人々
佐々木 恵

パッチワークのようにきれいに耕された丘と ささき めぐみ
丘の間に、人々の声が飛び交っています。

ルワンダに住んで一年半が過ぎました。
その間に、気付いたルワンダならではの
いろいろなことを今回はお伝えしたいと
思います。

■ルワンダの北斗七星
ルワンダの夜は、星空が見事です。市

内は、それでも蛍光灯の明かりでぼやけ
るのですが、停電の日は、天の川までは
っきり見えます。さて、ルワンダは、赤
道よりやや南に位置しているのですが、
この前、北斗七星を見ていて、その向き
がさかさまなのに気付きました。今まで
暮らしたどの国でも、北斗七星のひしゃ
くは、水がこぼれない上向きでした。で
も、ここルワンダの北斗七星は、下向き、
水が汲めないのです。このことを通して、
ルワンダが赤道以南にあることに改めて
気付かされました。「水道の水が配水管
から流れ出る時にできる渦巻きも、反対
向きだ・・・・」と夫・和之はいいます。
洗面台のシンクにためた水にインクを落
として試してみたのですが、どうもうま
く確かめられませんでした。日本ではど
のようにできるでしょう？これ、関係あ
りますか？他にもきっと気付いていない
北半球との違いがあるのかもしれません。

■千の丘の国ルワンダ
これは、ルワンダの観光用のキャッチ

フレーズです。このキャッチフレーズの
通り、ルワンダは美しい丘がいくつも重
なるようにして存在しています。我が家
のテラスから見ただけでも、左・正面・
右に丘が連なり、その眺めのすばらしさ

は私達の自慢です。人口密度の多いキガ
リ市内は、丘の上から谷底まで家が密集
しているのですが、丘の尾根づたいに伸
びる主幹道路を外れると、道はでこぼこ
の未舗装になります。その道路がそれぞ
れの丘を等高線のように走り、あるとこ
ろで上の道路とつながりながら、家々を
結んでいるのです。ですから、主幹道路
を走る乗り合いバスに乗るには、このだ
らだら坂をとぼとぼ上っていかなければ
なりません。ちなみに我が家は、主幹道
路からわずかに５0メートルほどのところ
なので、そう苦労しないですむのですが、
それでも、家の門をでるのに急斜面をあ
がり、家の門を出てからも坂道・・・。
上の道路に出るまでに息が切れてしまい
ます。

ところで、この前、面白い光景を目に
しました。我が家のテラスから外を見て
いたところ、すぐ左手の丘にいる人と右
手の丘にいる人が、お互いに甲高い声で
呼び合って、何か話をしているのです。
直線距離で2キロほどは離れているように
思うのですが、その声が丘に反射して、
とてもよく聞こえます。一般的に言って、
目のいいルワンダ人ですから、相手が誰
であるのかも分かるのでしょう。

そのことを、ルワンダ語の先生のダミ
エンさんに話したところ、田舎のほうで
はあちらの丘とこちらの丘で普通に挨拶
を交わすというのです。こちらの丘で畑
仕事をしている人が、あちらの丘で畑仕
事をしている人に、「お～いダミエン、
おはよ～う！ご機嫌いかがあ～？」「お
はよう！フォースティン！元気で～
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す！」というように・・・。
時には、それが３～4人の情報交換にな

ることもあるとか・・・。きっと、これ
は、田舎のほうでは良く見かける光景な
のでしょう。パッチワークのようにきれ
いに上から下まできれいに耕された丘と
丘で、人々の声が飛び交っているのだと
思います。

キガリ市内の我が家でも、谷底にある
小学校から、子ども達の歓声がよく聞こ
えてきます。また夕方になると、その日
の最後の遊びに興じているのでしょう、
楽しげな手拍子を伴った子ども達の笑い
声（両手でリズミカルな手拍子を取りな
がらダンスのように右足と左足を交互に
出して遊ぶ、女の子の大好きな遊び）が
丘の下方から聞こえてきます。谷底の声
は、丘の上まで良く届くようです。

話は変わりますが、ルワンダ人の歩き
方は、本当にゆっくりです。どうしてこ
んなにゆっくり歩けるのだろう・・・・
と不思議に思えるほど、ゆっくりゆっく
り歩く人が多いのです。きっと、この歩
きかたが丘の斜面を登るのに適した速度
なのだろう・・・・と、勝手に推測して
います。

■一時帰国
私と子供たち3人は、７月27日にルワン

ダを発ち、１ヶ月半の間、一時帰国しま

す。私の健康診断が主な目的なので８月
いっぱいは鹿児島で過ごしながら、診察
・治療を受ける予定です。また、８月６
～７日には、鹿児島の伊集院教会で開か
れる九州バプテスト大会で証しをさせて
いただく予定です。その他にも、近隣の
教会で証しやルワンダの報告をさせてい
ただく予定です。ルワンダでいただいた
恵みを皆様にご報告したいと思っていま
す。

日本は１年７ヶ月ぶり！楽しみです！
久しぶりに会う家族や親戚、教会の方々
や友人との交わり。お刺身・回転寿司・
納豆・豆腐。そして体を湯船の外で洗え
る日本式お風呂と畳。夏祭りに海水浴。
子ども達は、今から指折り数えて2週間後
の帰国を楽しみにしています。でも、そ
の間和之は愛犬クッキーと留守番です。
どうぞ、私たちの帰国の間、全てが守ら
れて、それぞれに充実した時間が過ごせ
ますようにお祈り下さい。（7月15日記）

帰国した友人と

＜佐々木ファミリー祈りのリクエスト＞
・「償いのプロジェクト」はじめ、REACH

の活動の一つ一つが人々の癒しと和解のた

めに役立つものになるように

・家族が日本に無事到着し、滞在期間が充実

したものになるように

・恵の診察・治療が十分にできるように

・ルワンダに残る和之の健康と安全のために

●郵便振替口座 00250-0-112907 佐々木さんを支援する会●
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佐々木さんを支援する会・2006年度会計報告
●一般会計の部

収入の部 支出の部
前年度繰越 0 活動費 5,237,661

支援金 10,410,940 内訳※１
謝礼 239,000 生活費 4,657,200※２ ※３

雑収入 298 国内活動費 301,859
活動推進費 278,602

広報費 135,570
事務費 56,320
積立金 5,220,687※４
次年度繰越金 0

合計 10,650,238 合計 10,650,238

※４●特別会計の部（積立金）

収入の部 支出の部
前年度繰越 9,073,170 プロジェクト費 1,625,000
2006年度積立金 5,220,687 次年度繰越 12,668,857

合計 14,293,857 14,293,857

●備考

※１「支援金」は、定期支援、自由支援、献金の合計です。
※２ 佐々木さんが、2006年11月～12月にかけて帰国した際、国内での講演の謝礼です。
※３ 生活費の中には、研修・図書費、研究資材費、教育費、福利厚生費などが含まれています。
※４ 積立金の構成については下記の図を参照にしてください。

推進プロジェクト費１００万円（固定）

積立金構成図 積立金の残金の総額

A） ５００万円（固定） Ｂ） Ｃ）プロジェクト資金

帰国費用・緊急対応費（※A枠よりの払い出しが生じた場合、優先的に補充）

●会計監査報告

佐々木さんを支援する会の2006年度の収支報告、会計帳簿、現金、預金につき監査した結果、適

切に処理している事を認めます。

2007年6月29日 会計監査 梶井義郎(日本バプテスト連盟平塚教会牧師)

新たに支援をくださった方々です。感謝致します。
（'06年12月15日～0'7年7月15日）

K・J シャクナー、安藤榮雄、飯田喜美代、井出淑弥、伊藤典子、伊原雅子、井本義孝、岩田浩司、
宇都宮毅、江波キリスト教会、大分教会・別府伝道所、大野和子、大秦野バプテスト教会、学校法人西
南学院、関西学院同窓会東京支部・聖書を学ぶ会、関東学院六浦小学校、関東学院六浦中学校・高等学
校、北詰秋乃、釧路バプテスト教会有志、恵泉バプテスト教会、神戸バプテスト教会・坂本献、小倉バ
プテスト教会、札幌バプテスト教会、札幌バプテスト教会青年会、塩野まり、篠松次郎、彰栄保育福祉
専門学校宗教部、高市和久・臼井一美、田坂能彦・紗久子、玉木三佐子、千葉バプテスト教会、鳥飼バ
プテスト教会、中井亮、西間千恵子、日本バプテスト川越キリスト教会女性会、日本バプテスト北九州
地方連合教会音楽委員会(委員長・谷本仰）、野田昭子、橋本寿々江、原田忠・信子、平尾バプテスト
教会、広島友の会、広島友の会幼児生活団、広島友の会（創作工芸グループ）杉原幸代、福岡国際キリ
スト教会女性会、福田ノブ子、豊前キリスト伝道所、本間恭子、松浦茂長、松本蟻ケ崎キリスト教会、
宮崎美菜子、目貫美江、森清太郎、矢野登・路得子、山下静江、李貞和、立教女学院高等学校（宗教主

以上（敬称略・あいうえお順）任・松本）

●事務作業を簡素化するため、すべての支援者に一律に「振替用紙」を同封させていただいています。請求では
ありませんのでご了承ください。必要な方はご利用ください。

「佐々木さんを支援する会」会報 NO.8／2007.7.●●（季刊）
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